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平成23年山武市教育委員会第10回定例会会議録 

 

1. 期  日 平成23年10月19日(水) 

2. 場  所 山武市役所第7会議室 

3. 開  会 午後1時30分 

4. 出席委員 委員長 北田 正之 

委員長職務代理者 五木田 孝義 

 委 員 京相 光徵 

 委 員 小野﨑 一男 

 教育長 金田 重興 

5. 欠席委員 委 員     髙橋 尚子 

6. 議場に出席した職員の職及び氏名 

教育部長 加瀬 芳美 

教育総務課長心得 小川 雅弘 

学校教育課長 有井 實 

指導室長           宮川 欢也 

生涯学習課長 篠崎 君子 

スポーツ振興課長 石橋 等 

 

事務局 

教育総務課総務企画係長 秋葉 一徳 

教育総務課総務企画係 山口 雅之 

 

開会  委員長が挨拶し午後1時30分開会を宣する。 

 

日程第1  ○会議録署名人の指名 

北田委員長が議長となり、五木田委員を指名する。 

 

日程第2  ○会議録の承認 

第9回定例教育委員会の会議録を全員異議なく承認。 

 

日程第3  ○教育長報告 

報告書に基づき、9月22日から10月18日までの主な業務内容について報告。(主な点は

次のとおり) 

9月 22日  市長から職員への訓示が行われた。「新しい時代の地域社会の創造につい

て」その意味について話があった。この意味を理解し、わきまえたうえで仕
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事にあたってほしいとのことであった。 

 26日  行政組合教育委員会が開かれた。役員の委員改選が行われ、新しい教育長

に九十九里町の古川教育長、職務代理に大網白里町の小高教育長が就任。教

育相談、視聴覚教材の2事業の報告・計画の説明があった。 

同日から３日間福祉協議会主催の挨拶運動事業。続けなければ意味がない 

ということで協議会では、11月に2回目の運動を行う予定。 

   27日 成田南ロータリークラブの役員が赴き、音楽祭を企画しているので、山武市 

内の中学校も参加をして頂きたいと要請があった。 

   28日 第一回就学指導委員会が開催された。検討児童生徒は30件であった。支援学 

校を希望する親が多くなったと感じる。習志野の教育長に会った際、習志野市 

では、小学校16、中学校6の22校がある。ここに介助員をつけている。介助員 

の経費は1億を超えるとの話であった。しかし、求めれば安易に介助員を認め 

るという考え方を他の市に与えてはいけないと考えていると話があった。山武 

市でも介助員をつけて普通学校、普通学級に通いたいという家庭が多くなって 

いるが、本当に子どものためになるかを考えていきたい。 

10月 1日  行政九十九の会。80名弱が参加した。11月に松尾小を会場に公開研究会が

あるため、その協力要請で県家庭科部会長が来庁した。 

 2日  50キロウォークが行われた。同日、弓道部弓道遠的大会が行われた。50キ

ロウォークには指導室から2名。弓道では京相委員が矢渡しを披露した。 

   4日  九十九里小を訪問。宮野校長の学校経営に期待をしている。 

  5・6日  鳴浜・緑海小の指導室訪問があった。 

  7日  山武郡教頭会の学校運営研修会。防災について、学校経営についての提案

があり協議がなされた。 

      郡の体育指導委員連絡協議会椎名会長が五木田委員と訪れた。24年度に体

育指導委員の研究大会が山武市に回ってくる。事務局を設けて頂けないかと

話があった。6市町の教育長で協議を進めたがまだ決まっていない。 

     ＮＫＨ学園教頭と黎明副校長が来庁し不登校生徒のための個別進学説明会を

行いたいとの話があった。実施されたが参加者はゼロであった。 

   8日 城西国際大学で高校の進学説明会が開かれた。300名を超える参加があった。

地域のこども達を地域で育むということでいい結果につながればと思う。 

     午後、6市町教委後援の合同講演会「脳科学からの子育て」國米先生を講師

に講演を頂いた。市教委の「苗半作」の後ろ盾を頂いたと感じた。合同講演

会終了後、市長から教育改革を山武市から起こして欲しいと言われた。 

   9日 市民体育祭。詳細は後ほど報告がある。 

   11日 豊岡小、成東小の所長訪問。山武市の所長訪問はこの日で最後であった。

まずまずの評価を頂いたが、所長からの指導があった。各学校を回り、学校
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規模の違い、クラス生徒数の違いがあるにもかかわらず、生徒指導が学校ご

との違いがない。もっと工夫をしたらどうかと話があった。 

  12日  昨年、睦岡小の校長を務めた片桐校長、現習志野大久保小学校長の公開授

業に参加してきた。「共に学び合う言語文化を創造する国語学習」という公

開事業であった。刺激を受けた。山武市との差を感じた。研究の積み重ね、

教師が鍛えられていると感じた。習志野市では、１６校が毎年何らかの公開

研究会を行っている。山武市でも行っているが、取り組みに差があると感じ

ている。 

      校長会。習志野の感想も申し述べた。 

   13日 第4回社会教育委員会議。近日行われる事業についての詰めの会議。 

   15日 むつみのおか幼稚園の運動会。成東中合唱祭。ＮＨＫ学園の進学説明会。

むつみのおか幼稚園については、のちほど委員の感想を。 

   17日 山武北小学校指導室訪問。校長は懸命だが難しい学校だと思う。 

地教委連協の理事会。山武市から13名の候補者を推薦した。8名の校長、3名 

の教頭、1名の教諭、1名の市職員。説明・協議の結果全員が承認され、11月 

1日に授与式がある。 

   18日 小学校の球技大会。サッカー・ミニバスともに大変盛り上がっていた。 

      幼稚園研修。講師は、中澤潤千葉大学教授。幼稚園長の経験もある。「発 

     達段階を踏まえた幼児教育」がテーマであった。 

      午前午後と12月補正の部内ヒアリングが行われた。使用頻度が尐ないプー 

     ル等の保守点検の費用が多大、体育館の非構造部材、津波を受けてライフジ

ャケットやヘルメット、昨年夏の高温での影響からの光熱水費等が特徴的で

あった。 

  今週は、次のような予定となっている。 

   20日 特別支援のスポーツ大会が開かれる。300名を超える参加が見込まれる。 

   21日 文化財審議会。八千代を視察する。 

   22日 全国小学校の算数の全国公開研究会が鴇嶺小学校で行われる。 

 

 運動会について、各委員が感想を述べる。 

委員長 幼稚園運動会について、各委員の感想を聞く機会を設けたい。 

小野崎委員 非常に楽しく一日観覧させて頂いた。 

五木田委員 10月15日、緑海幼稚園。子どもの数が尐ないと感じた。父親の参加

が多いように感じた。子どもたちは元気に競技に臨んでいた。先生

方手作りの用具での運動会で盛り上がりが見られた。 

委員長 鳴浜幼稚園。子どもの数が尐なくひっそりであった。尐人数だから

できることで、最初のレース前に自分の名前を呼んでいた。「誰々
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かけます。」一つの自己主張で良いと思った。 

京相委員 10月1日、日向幼稚園。こじんまりとして大変良い運動会であると

感じた。15日、むつみのおか幼稚園。天候が心配された。当日は園

長が奮闘し、保護者は綱引きのみで競技を早く進め、午後までかか

るところを午前中で終了した。そのような中でも子ども達にとって

は、充実した運動会になったと感じた。しかし、風が強い日のテン

トは心配である。園のテントはしっかりと固定してあったが、保護

者のテントが不安定であった。 

学校教育課長 教育長の代わりに成東幼稚園に参加した。当日は、一人の職員が家

庭の事情で欠席であった。その分をＰＴＡの方に協力して頂いた。

暑さ対策が講じられていたが、心配な天候ではなかった。工夫とし

て、団扇が配られ、それにプログラムが張ってあった。なんごうこ

ども園にも参加した。年長児の組み体操的なダイナミックな取り組

みを行っている。マザーズホームに通っている3名のお子さんもそ

の中にいたと後から伺った。集団の中でも同じ行動をとることがで

きることに感心し、先生方の日頃の指導に感謝した次第である。 

指導室長 15日、むつみのおか幼稚園。園庭でのびのびと走っていたのが印象

的であった。保護者の方に協力頂きスムーズな進行、尐人数でも活

気のある運動会であった。 

 

 

委員長：協議第1号は、公開に適さない事頄であることから、教育委員会会議規則第12

条の規定に基づき、秘密会としたい旨、提案。 

(「異議なし」の声) 

 

日程第4 ○議決事頄 

(1) 山武市スポーツ振興審議会条例の一部を改正する条例の制定について 

スポーツ振興課長 スポーツ振興法が50年ぶりにスポーツ基本法として改正された。

スポーツ振興審議会の名称をスポーツ基本法第31条に基づきスポーツ

推進審議会という名称で位置付ける。附則で施行期日は、交付の日か

ら施行。12月の定例議会に提出させて頂く。経過措置で現在のスポー

ツ振興審議会の委員は、新たに委嘱することなく現在の任期が終了す

るまでスポーツ推進審議会の名称での委員として位置付けをさせて頂

く。任期は平成23年12月20日まで。現在の山武市スポーツ審議会の委

員長、副委員長は、新たなスポーツ推進審議会の委員長、副委員長と

して残任期間を務めて頂く。題名を山武市スポーツ推進審議会条例に
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改正。第1条から第3条の間に「スポーツ振興法」を「スポーツ基本

法」に改める。「スポーツ振興審議会」を「スポーツ推進審議会」に

改める。第3条所掌事務にスポーツ振興計画の位置づけがある。平成21

年3月に定められ、10年間活用していくものである。名称が「スポーツ

推進計画」に改められたが、現在のスポーツ振興計画を活用していく。 

 

(2) 山武市体育指導委員設置規則の一部を改正する規則の制定について 

スポーツ振興課長 スポーツ基本法の定めにより、現在の体育指導委員をスポーツ推進

委員に改める。施行期日は、12月の議会に合わせて改正を行う。任期

は平成24年3月31日。名称は山武市スポーツ推進委員とみなしていく。

現在の体育指導委員設置規則を山武市スポーツ推進委員設置規則とす

る。改正案第7条、委員報酬及び費用弁償は山武市特別職の職員で非常

勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例が定められている。体育指

導委員は年額33,000円を支給となっている。こちらの条例は、総務部総

務課で改正を行う。 

 

(3) 山武市教育委員会組織規則の一部を改正する条例の制定について 

スポーツ振興課長 別表の「体育指導委員」の名称を「スポーツ推進委員」に改める。

「スポーツ振興計画」は、「スポーツ推進計画」と名称が変わったが、

他の市町についても近年策定したばかりで振興計画を活用するとのこ

とであった。山武市でも同様にする。 

 

(4) 山武市教育委員会処務規定の一部を改正する訓令について 

 スポーツ振興課長 山武市教育委員会処務規定別表１中、「体育指導委員」に関するこ 

とを「スポーツ推進委員」へ改正。 

 

(5) 山武市スポーツ振興計画策定委員会設置要綱を廃止する告示について 

 スポーツ振興課長 スポーツ振興法の中では、振興計画について努力義務となっていた。 

山武市においては振興計画策定にあたっては策定委員会を設置した。 

既にスポーツ振興計画を策定済みであり、廃止する。 

 

※第1号から第5号まで原案のとおり可決 

 

（６）平成24年度山武市立幼稚園児の募集について 

 指導室長  5園で募集を行う。1クラスで4歳児30名、5歳児35名の定員で募集を行う。 

       受付については、各園または学校教育課でも受け付ける。 
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 小野﨑委員 おおひら等のこども園についてはどのようになるのか。こども園の短児部 

       は、同じ様式を使うのではないか。 

 指導室長  こども園の短児部は学校教育課で受付をする。おおひらこども園は来年4 

月にならないと開園できない。しかし、実際は開園を見込んでいるので学 

校教育課で受け付ける。 

 五木田委員 蓮沼幼稚園について、休園とあるが廃園ではないのか。 

 指導室長  休園としてあるが、実際は大平保育所や私立の保育所を希望されている。 

 五木田委員 方向としては、廃園の方が強いのではないか。開園するのではないかとい 

う地域の見方もあるので、方向性を決めておいた方がいいのではないか。 

 京相委員  4歳児30名、5歳児35名定員というのは何か法的な定めがあるのか。 

 指導室長  山武市幼稚園管理規則の中に定めがあり、それに基づいて行っている。 

 京相委員  4歳児が5歳児になるときは、5つ空きが出来るということか。 

 学校教育課長 例えば、4歳児が32名いた場合、30人定員のため2学級になる。このまま 

5歳児になった場合、35人定員のため1学級になる。 

 スポーツ振興課長 人数に関しては、一人の教員がみることができる範囲が決まってい 

る。4歳児は30人、5歳児では35人までみることができるという意味もある。 

 

日程第5 ○協議事頄 

(1) 準要保護の認定について 

学校教育課長 新規 1 世帯 2 人について説明。 

 

※新規 1 世帯 2 人について認定。 

 

14 時 05 分 休憩 

14 時 15 分 再開 

 

日程第 6 ○報告事頄 

(1) 幼保あり方検討委員会について 

指導室長 仮称しらはたこども園、場所は旧成東保健院跡地。平成 25 年 4 月の開

園に向けて進めている。緊急性、子ども達の安全性が第一。プロポーザ

ル方式で建設会社に提案をしてもらい建設をする。平米単価が約 27 万

円。使い勝手のいいこども園にしたい。取り入れたいものについては取

り入れていく。あり方検討委員会委員からは子ども達は汚すので、壁紙

は水で洗い流せるもの、震災の時にすぐに逃げられる場所を確保してほ

しい、シックハウス対策として漆喰を使えないかと話があった。短児部
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定員は 3 歳児が 20 名、4 歳児 30 名，5 歳児 30 名である。通園バスも運

行予定である。 

仮称おおひらこども園。来年 4 月開園で初めて短児部に 3 歳児を受け

入れる。募集人員は 3，4，5 歳の定員 10 名で開設。125 名の定員を予

定していたが、委員の意見から 135 名の定員の募集。保育時間について

は、8：30 から 15：00 までを予定。現在は 9：00 からである。30 分は

受け入れ時間を想定している。保育料は月額 6,700 円。幼稚園は月額

5,700 円である。1,000 円の差は教材費を含んでいるため。通園バスにつ

いて、3 歳児のバス利用は如何かという意見があった。しかし、兄弟が

いた場合、お兄さんは乗せて弟は乗せないというのは、保護者の理解が

得られない。バスでは、保護者の輪番制の添乗をお願いする。 

 

京相委員  短児部での保育との関係はどのようになるのか。幼稚園の子ども達は 15 

時に帰すと思うが職員の勤務はどのようになっているか。 

指導室長  幼稚園と同じ対応である。 

京相委員  こども園での指導の内容はどのようになるか。保育と一緒にはならないか。 

指導室長  本市では、短児部も長児部も一緒の教育課程に取り組んでいる。 

 京相委員  共働き等、もっと長い時間預かってほしいという要望が多くなっていると 

予測がつく。教育を重視して幼稚園を選ぶという家庭は減ってくるのではな 

いかと思うがどのような見通しがあるか。 

 指導室長  当初、おおひらこども園については、松尾地区であり幼稚園を希望する方 

は尐ないのではないかと思われた。しかし、まつおこども園については短児

部が徐々に増えてきている。需要が尐なくないのではと考えている。 

 

(2) 第5回市民体育祭の結果について 

スポーツ振興課長 大平支部の団結力がみられた。午前の部ではどの支部も差がなか

ったが、午後になると団体種目で差が開いた。当日にアンケートを行った。大富支部

において、マイクが届いていなかった。今年度中に対応していきたい。オープン種目

を増やして欲しい。さらに多くの子どもが参加できる種目を増やして欲しい。騎馬戦

を実施してほしい等の意見があった。怪我への対応、6件の事例があった。いずれも

擦り傷であった。大きな事故は無かった。参加者は、2,900名程度であった。 

 

  教育長      市民体育祭は、項位にこだわるべきではないけれども、ずっと下 

位に甘んじているところもあるのではないかと思う。 

  スポーツ振興課長 下位であった緑海支部であるが、毎年行われている小学校陸上競 

技で、緑海小学校は高項位を得た。せっかく優秀な生徒がいるの 
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であれば、ぜひ参加してほしいが早い遅いというよりも親子で参 

加して頂ける選手を選んでしまう傾向があると聞いている。 

  京相委員     山武西小の8の字縄跳びが実演され大変よかった。しかし、ずっ 

と待っていた。来賓が昼食をとっていた前で待っている状態であ 

った。時間的な配慮をお願いしたいと思う。 

(3) 第6回さんむロードレース大会について 

スポーツ振興課長 10月17日までで2,352名の申込みがあった。市内小中学校にも参 

加をお願いした。学校教育課、指導室の協力を得て呼び掛けをし 

て頂いた。市内小中学生については、地域振興基金を活用し、 

300名までは無料というかたちになっている。 

北田委員長    2,300名というのは多くなってきており、よいことであると思う。 

         やはり、当日1割くらいは欠席があるのか。 

スポーツ振興課長 参加者は遠方から来ている方もあり、同日に他でも大会がおこな 

われる。マラソン大会の常連の方は、複数の大会に申し込んで当 

日の体調等で会場に向かう方もいる。 

 

(4) 行事の共催・後援の承認について 

教育総務課長 9 月 1 日から 30 日までに承認した後援 7 件について報告。 

 

(5) 11月の行事予定について 

教育総務課長 教育総務課の11月の行事予定について報告。 

学校教育課長 学校教育課の11月の行事予定について報告。 

生涯学習課長 生涯学習課の11月の行事予定について報告。 

スポーツ振興課長 スポーツ振興課の11月の行事予定について報告。 

 

その他 

 【教育長より】東金市10月1日、新たに飯田教育長就任。地教連会長が飯田先生で

あったが、副会長の向後委員が代行を務める。11月1日の授賞式は、向後代行から

渡される。東金市は、飯田教育長が誕生し、委員長は藍先生だと飯田教育長から伺

った。先に山武市との委員会交流を行った。近々、東金教委主導で交流を持たせて

頂きたいと話があった。 

 

 【生涯学習課長より】文部科学大臣表彰について、団体は、睦岡小学校の学校支援

地域本部が表彰を受ける。表彰式は、11月7日に文部科学省。社会教育功労者表彰

で遠藤正之さん。旧山武町から21年間社会教育委員として活躍。その間、山武地方

や県の社会教育委員連絡協議会会長を歴任。11月18日に同じく文部科学省で表彰式。 
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 【スポーツ振興課長より】スポーツ尐年クラブの柔道でクラブチームの統合につい

て報告。松尾運動公園テニスコート改修工事。東日本大震災に伴う被災失業者の働

く場の確保で振興課に1名の臨時職員。銚子気象台より松尾出張所の取り壊しにあた

り設置してあった地震速報機銚子気象台から近くに設置したいと話があった。消防

防災係と話し合いながら決めていきたい。 

五木田委員 松尾運動場のコースラインの修繕はどうなっているか。釘を打ってあるの 

で点検もお願いする。 

 

 【指導室長より】教育委員会ジャーナル。昨日、小学校の球技大会が行われた。男

子はサッカー、女子はミニバスケット。サッカーは、日向小学校と豊岡小学校が郡

大会への出場が決まった。ミニバスケットは、蓮沼・山武西小学校が10月29日、郡

市の球技大会に出場する。中学校の合唱祭。29日それぞれの中学校で9：00から行

われる。蓮沼中学校はのぎくプラザで前日に行われる。26日、山武市音楽発表会が

行われる。 

 

 【教育総務課長より】放射能のことでＰＴＡから連絡があり、排水がむき出しにな

っているところや、通学路の側溝についても検査してほしいという内容であった。

排水については雨どいから直接地下につなげているので、むき出しになっていると

ころは尐ない。体育倉庫や正門近くの側溝について調査する予定。懸け橋は、学校

を通じて配布してある。 

 

7. 閉会  午後3時43分 


